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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バッテリと、
　前記バッテリの残量を検出するためのバッテリ残量検出手段と、
　電力供給端子を有し、当該電力供給端子を介して外部から与えられる電力源によって稼
動する複数のデバイスを含む負荷システムと、
　外部電源と接続可能で、前記外部電源からの電力供給を受けるための接続手段と、
　前記接続手段が前記外部電源から受ける電力によって前記バッテリを充電するための充
電手段と、
　前記接続手段が前記外部電源と接続されているか否かを検出するための接続検出手段と
、
　前記接続手段に接続された第１の入力端子と、前記バッテリに接続された第２の入力端
子と、前記負荷システムの前記電力供給端子に接続された出力端子とを有し、前記第１の
入力端子、前記第２の入力端子及び前記出力端子の接続状態を切替えるための電力供給ス
イッチ手段と、
　電源オン制御手段と、
　電源オンオフ手段と、
　使用者による前記携帯端末の使用状態が所定の条件を満たすことを検出して使用状態検
出信号を出力するための使用検出手段とを含み、
　前記電源オン制御手段は、前記電源オンオフ手段が操作されることにより、前記出力端
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子が前記第１の入力端子及び前記第２の入力端子の何れか一方と接続している状態と、前
記出力端子が前記第１の入力端子及び前記第２の入力端子の何れとも接続していない状態
とを切替え、
　前記電源オン制御手段は、
　前記出力端子が前記第１の入力端子及び前記第２の入力端子の何れとも接続していない
状態において、前記接続検出手段が、前記接続手段が前記外部電源と接続しない状態へ変
化したことを検出したことに応答して、前記使用検出手段が前記使用状態検出信号を出力
しているか否かを判定するための判定手段と、
　前記接続検出手段が、前記接続手段が前記外部電源と接続しない状態へ変化したことを
検出し、且つ、前記バッテリ残量検出手段が、前記バッテリの残量が所定の残量以上であ
ることを検出したことに応答して、警告音を出力するための手段と、
　前記判定手段により前記使用検出手段が前記使用状態検出信号を出力していると、前記
警告音が出力された時から所定時間以内に判定されたことに応答して、前記第２の入力端
子と前記出力端子とを接続して前記バッテリから前記負荷システムに電力を供給するよう
に前記電力供給スイッチを制御するための手段とを含む、携帯端末。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は携帯端末に関し、特に、外部電源との接続状態が変化した際の電源オン制御
技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯端末は、電源としてリチウムイオン電池等の二次電池（以下、「バッテリ」という
。）を内蔵している。バッテリ容量が減少又は枯渇しても、ユーザは外部の充電器を介し
て携帯端末とＡＣ電源とを接続することで、バッテリの充電を行なうことができる。充電
によりバッテリ容量が所定量を満たせば、当該携帯端末は再び利用可能となる。
【０００３】
　このバッテリ充電の際には、携帯端末は電源オフ状態にされる場合が多い。仮に電源オ
ン状態のままで充電が開始された場合でも、携帯端末が一定時間使用されないことにより
、自動的に電源オフ状態となることが大部分である。以降、便宜上、バッテリ充電時には
常に携帯端末は電源オフ状態にされるという前提の下で説明を行なう。
【０００４】
　バッテリ充電後、充電器から取外された携帯端末は、一般的にはユーザが電源スイッチ
をオンしない限り電源オフ状態を維持する。この場合、ユーザが、充電後に最初に携帯端
末を使用するときには、電源スイッチを操作して電源をオンさせなければならない。ユー
ザによっては、このような操作は煩雑と感じるであろう。
【０００５】
　こうした問題を解決するために、特許文献１には、折りたたみ型の携帯端末において、
携帯端末が充電器から取外された後、３０秒以内にフリップが開かれると、自動的に携帯
端末の電源をオンさせる技術が開示されている。ユーザは、充電後、携帯端末を充電器か
ら取外した後、直ちに携帯端末を使用するためにフリップを開くと、電源ボタンを押す操
作を行なわなくても通話を行うことができる。一方、地震等の不慮の事象により充電中の
携帯端末が充電器から外れた場合には、フリップを開ける操作がされないので電源はオン
せず、バッテリ容量が無駄に使用されてしまうおそれはない。
【特許文献１】特開２００２－３７４３２５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、特許文献１に開示の技術は、以下の問題がある。充電がまだ完了せず、バッテ
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リ容量が不十分な状態で携帯端末を充電器から取外す場合を考える。特許文献１に開示の
技術では、充電器から取外して直ちにフリップを開けば、充電が不十分であることがわか
る。しかしそのような操作をせず、フリップをとじたまま電源オンの操作をして、携帯端
末を鞄の中にしまうような場合には、バッテリ容量が枯渇するまでの時間が短くなり、携
帯端末を使用しようとしたときにバッテリ容量不足で使用できない、という事態が発生す
る可能性がある。たとえば、朝、バッテリ充電が不十分な状態で携帯端末を持って急いで
出勤し、日中に通常の感覚で携帯端末を使用した場合には、そのような事態は高い確度で
発生するであろう。
【０００７】
　したがって本発明の目的は、充電後、充電器から外された携帯端末において自動的に電
源オン制御を行なうことができ、バッテリ容量が不十分な場合はその旨をユーザに示すこ
とができる電源オン制御技術を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の第１の局面に係る携帯端末は、バッテリと、バッテリの残量を検出し、バッテ
リの残量を示すバッテリ残量信号を出力するためのバッテリ残量検出手段と、電力供給端
子を有し、当該電力供給端子を介して外部から与えられる電力源によって稼動する複数の
デバイスを含む負荷システムと、外部電源と接続可能で、外部電源からの電力供給を受け
るための接続手段と、接続手段が外部電源から受ける電力によってバッテリを充電するた
めの充電手段と、接続手段が外部電源と接続されているか否かを検出し、接続されている
場合は第１の値を、そうでない場合は第１の値と異なる第２の値を、それぞれとる接続検
出信号を出力するための接続検出手段と、接続手段に接続された第１の入力端子と、バッ
テリに接続された第２の入力端子と、負荷システムの電力供給端子に接続された出力端子
とを有し、外部から与えられる電源選択信号及び電源供給制御信号に応答して、第１及び
第２の入力端子のいずれかを出力端子に接続する第１の状態と、第１及び第２の入力端子
のいずれも出力端子と切離す第２の状態との間で状態を切替えるための電力供給スイッチ
手段と、接続検出信号及びバッテリ残量信号を受けるように接続され、接続検出信号の値
が第１の値から第２の値へ変化し、かつ電力供給スイッチ手段が第２の状態であることに
応答して、バッテリ残量信号により、バッテリの残量が所定の残量以上であることが示さ
れていれば、第２の入力端子と出力端子とを接続する第１の状態に電力供給スイッチ手段
が切替わるよう、電源選択信号及び電源供給制御信号を電力供給スイッチ手段に与えるた
めの電源オン制御手段とを含む。
【０００９】
　バッテリ残量検出手段はバッテリの残量を検出してバッテリ残量信号を出力する。接続
手段が外部電源と接続されている場合、充電手段は外部電源から受ける電力によりバッテ
リを充電する。接続検出手段は、接続手段が外部電源と接続されている場合は第１の値を
、そうでない場合は第２の値をとる接続検出信号を出力する。
【００１０】
　電力供給スイッチ手段は、外部から与えられる電源選択信号及び電源供給制御信号に応
答して、第１及び第２の状態をとる。第１の状態では、入力端子のいずれかと出力端子と
が接続される。この場合、この接続により接続手段及びバッテリのいずれか一方が、入力
及び出力端子を介して負荷システムに接続され、負荷システムは、外部電源又はバッテリ
から供給される電力により稼動する。第２の状態では、第１及び第２の入力端子のいずれ
も出力端子と接続されない。この場合、負荷システムはバッテリ及び接続手段のいずれと
も接続されず、稼動しない。
【００１１】
　接続手段が、外部電源と接続された状態からそうでない状態に変化した場合、接続検出
信号は、第１の値から第２の値に変化する。この時、電力供給スイッチ手段が第２の状態
であり、負荷システムが稼動していない場合、電源オン制御手段は次の動作を行なう。バ
ッテリ残量信号により示されるバッテリ残量が所定量以上であれば、電源オン制御手段は
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電力供給スイッチ手段に電源選択信号及び電源供給制御信号を与え、バッテリに接続され
る入力端子と出力端子とを接続する第１の状態に電力供給スイッチを切替える。所定のバ
ッテリ残量を有するバッテリと負荷システムとが接続され、負荷システムはバッテリから
の電力供給を受け稼動する。
【００１２】
　外部電源に接続されバッテリが充電された後、外部電源への接続が絶たれた場合、本携
帯端末は、負荷システムが稼動していない、いわゆる電源オフ状態であって、かつ、バッ
テリ容量が所定量以上である場合、ユーザによる電源オン操作無しに、電源オン状態とな
る。この技術により、ユーザは充電の度に電源をオンするという、煩雑な操作から免れる
ことができる。さらに、バッテリ容量が所定量以上でない場合は電源オフ状態を保つ。し
たがって、ユーザは、充電後に携帯端末と外部電源との接続を絶ったときに電源がオンす
るか否かにより、この時点でのバッテリ残量が所定量以上か否かを知ることができる。
【００１３】
　好ましくは、使用者による携帯端末の使用状態が所定の条件を満たすことを検出して使
用状態検出信号を出力するための使用検出手段をさらに含む。電源オン制御手段は、接続
検出信号、バッテリ残量信号、及び使用状態検出信号を受けるように接続され、接続検出
信号の値が第１の値から第２の値へ変化し、かつ電力供給スイッチ手段が第２の状態であ
ることに応答して、使用検出手段が前記使用状態検出信号を出力しているか否かを判定す
るための判定手段と、判定手段により使用検出手段が使用状態検出信号を出力していると
判定されたことに応答して、バッテリ残量信号により、バッテリの残量が所定の残量以上
であることが示されているか否かを判定し、バッテリの残量が所定の残量以上であれば、
第２の入力端子と出力端子とを接続する第１の状態に電力供給スイッチ手段が切替わるよ
う、電源選択信号及び電源供給制御信号を電力供給スイッチ手段に与えるための手段とを
含む。
【００１４】
　接続手段が外部電源と接続された状態からそうでない状態に変化した場合、電源オン制
御手段は以下の動作を行なう。電力供給スイッチ手段が第２の状態であって負荷システム
が稼動しておらず、かつ、バッテリ残量信号により示されるバッテリ容量が所定量以上で
あり、かつ、使用状態が所定の条件を満たすことを示す使用状態検出信号を受けた場合、
電源オン制御手段は電力供給スイッチ手段に電源選択信号及び電源供給制御信号を与え、
バッテリに接続される入力端子と出力端子とを接続する第１の状態に電力供給スイッチ手
段を切替える。
【００１５】
　本携帯端末は、外部電源への接続後その接続が絶たれた場合、以下の動作を行なう。す
なわち、電源オフ状態で、バッテリ容量が所定量以上で、かつ、使用状態が所定の条件を
満たす場合、ユーザによる電源オン操作無しに、電源オン状態となる。この技術により、
何らかの原因により携帯端末と外部電源との接続が失われても、自動的に電源オン状態に
なることを防ぐことができる。また、電源オフ状態で、使用状態が所定の条件を満たして
いても、バッテリ容量が所定量以上でない場合は電源オフ状態を保つ。したがって、充電
を中断し、所定の使用状態としたときに電源が自動的にオンするかオフするかにより、ユ
ーザは、この時点でのバッテリ残量が所定量以上か否かを知ることができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本携帯端末により、ユーザは、充電器からの取外時の煩雑な電源オン操作を回避するこ
とができる。さらに、充電器からの取外時、電源がオンするか否かによりバッテリ容量が
端末使用に対し十分かそうでないかを知ることができる。これにより、ユーザはその後の
携帯端末の使用方法をバッテリ容量に応じて調整することが可能となる。例えば、バッテ
リ容量が少ない場合は、消費電力の大きいワンセグ放送の視聴を控える等である。このこ
とで、ユーザは、携帯端末使用中に、不意にバッテリ枯渇により携帯端末の電源がオフさ
れる事態になる危険性を小さくすることができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施の形態に係る携帯端末について説明する。以下の説明及び図面では
、同一の部品には同一の参照番号及び名称を付してある。それらの機能も同一である。し
たがって、それらについての詳しい説明は繰返さない。
【００１８】
　〔第１の実施の形態〕
　－構成－
　図１に、本願発明の第１の実施の形態に係る携帯端末を含む携帯端末システムの外観図
を示す。図１を参照して、この携帯端末システムは、図示しないバッテリを含む携帯端末
２０と、携帯端末２０が装着可能であり、携帯端末２０に含まれるバッテリを充電するた
めの充電器２２とを含む。
【００１９】
　携帯端末２０は、扁平な直方体形状であり、第１の電源オンオフボタン５０、表示装置
、及び各種操作ボタンパッドが設けられた上面と、使用者による携帯端末２０の使用状態
を検出するための第２の電源オンオフボタン５２がその上端部に近い位置に設けられた側
面と、バッテリを充電するための図示しない充電端子が設けられた底面とを有する筐体を
含む。
【００２０】
　充電器２２は、携帯端末２０が装着可能で、図示しないコネクタを介して携帯端末２０
のバッテリの充電端子と接続可能な端末接続部２６と、端末接続部２６のコネクタに充電
用の電流を供給するためのＡＣプラグ２８とを含む。ＡＣプラグ２８がＡＣ電源２４に差
込まれることで、端末接続部２６の図示しないコネクタ、及び携帯端末２０の図示しない
充電端子を介して携帯端末２０のバッテリが充電される。図から明らかなように、ユーザ
が携帯端末２０を端末接続部２６から取外そうとする場合、自然な動作として第２の電源
オンオフボタン５２を押すことになる。それ以外の場合には、第２の電源オンオフボタン
５２が押されることはほとんどない。したがって、第２の電源オンオフボタン５２が押さ
れた状態になっているか否かは、使用者が充電器から携帯端末２０を取外す際の使用状態
を表しているといえる。
【００２１】
　図２に、携帯端末２０の構成をブロック図形式で示す。図２において、太い矢印はパワ
ーラインを、細い矢印はデータラインを、それぞれ示す。
【００２２】
　図２を参照して、携帯端末２０は、端末接続部２６を介してＡＣ電源２４に接続される
前述の充電端子３８と、バッテリ３４と、バッテリ３４及び充電端子３８に接続され、充
電端子３８がＡＣ電源２４に接続されているときに、ＡＣ電源２４からの電力によってバ
ッテリ３４を充電するための充電回路３２と、充電端子３８及びバッテリ３４にそれぞれ
接続され、ユーザからの電源オンオフ指示、携帯端末２０及びＡＣ電源２４の接続関係、
並びに、バッテリ３４のバッテリ容量に基づいて、携帯端末２０の電源オンオフを制御す
るための電源制御ブロック３０と、電源制御ブロック３０に接続され、電源制御ブロック
３０より電力の供給を受けて動作する負荷ブロック３６とを含む。負荷ブロック３６は、
電源制御ブロック３０からの電力を用いて携帯端末としての一般的機能を果たすためのシ
ステム７０を含む。なお、携帯端末２０の電源オン状態とは、システム７０が稼動してい
る状態を指す。これに対し、電源制御ブロック３０は、バッテリ３４の電力がある限り、
又は充電端子３８を介してＡＣ電源２４から電力供給がある限り、稼動している。
【００２３】
　電源制御ブロック３０は、充電端子３８がＡＣ電源２４に接続されているか否かを検出
し、接続されているときにはハイレベルである第１の値を、接続されていないときにはロ
ーレベルである第２の値を、それぞれとる検出信号４８を出力するためのＡＣ接続検出部
４０と、バッテリ３４のバッテリ容量を検出し、残量を示す残量検出信号６８を出力する
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ための残量検出部４４と、前述した第１の電源オンオフボタン５０及び第２の電源オンオ
フボタン５２からの出力信号と、ＡＣ接続検出部４０からの検出信号４８と、残量検出部
４４からの残量検出信号６８を受けるように接続され、所定のプログラムを実行すること
により、負荷ブロック３６に電力を供給すべきか否かを示す電源供給制御信号７２Ｂと、
電力を供給する場合にバッテリ３４からの電力及びＡＣ電源２４からの電力のいずれを供
給すべきかを示す電源選択信号７２Ａとからなる電源切替信号７２を出力するための電源
コントローラ５８と、充電端子３８及びバッテリ３４に接続され、電源コントローラ５８
からの、電源選択信号７２Ａ及び電源供給制御信号７２Ｂからなる電源切替信号７２を受
け、電源切替信号７２にしたがって、充電端子３８を介したＡＣ電源２４からの電力又は
バッテリ３４からの電力のうち、電源選択信号７２Ａによって選択されたものを負荷ブロ
ック３６に供給する第１の状態、及びいずれからの電力も負荷ブロック３６に供給しない
第２の状態の間の切替を行なうための電力供給スイッチ４２と、電源コントローラ５８に
接続され、電源コントローラ５８が作業用データの保持のために使用するワークメモリ５
６と、電源コントローラ５８に接続され、電源コントローラ５８から供給される、音声信
号を音声に変換して出力するための音声出力部５４とを含む。
【００２４】
　電力供給スイッチ４２は、充電端子３８に接続される第１の入力端子６４と、バッテリ
３４に接続される第２の入力端子６６と、端子６２と、負荷ブロック３６の電源入力端子
に接続された出力端子６０と、電源切替信号７２のうちの電源選択信号７２Ａに応答して
、第１の入力端子６４及び第２の入力端子６６のいずれかを選択的に端子６２と接続する
ための第１の供給スイッチ４２ａと、電源切替信号７２のうち電源供給制御信号７２Ｂに
応答して、出力端子６０と端子６２との間を接続又は切断するための第２の供給スイッチ
４２ｂとを含む。第１の供給スイッチ４２ａは、電源選択信号７２Ａが第１の値の場合は
第１の入力端子６４と端子６２とを接続し、第２の値の場合は第２の入力端子６６と端子
６２とを接続する。すなわち、第１の供給スイッチ４２ａの接続切替が、ＡＣ電源２４か
らの電源を供給するか、又は、バッテリ３４からの電源を供給するかを制御する。電源切
替信号７２のうち、出力端子６０と端子６２との接続又は切断を制御する部分、すなわち
システム７０の稼動／未稼働を制御する信号はシステムフラグｓｙｓｆとして電源コント
ローラ５８中では取り扱われる。ｓｙｓｆ＝１では、第２の供給スイッチ４２ｂは端子６
０及び６２を接続する。ｓｙｓｆ＝０では第２の供給スイッチ４２ｂは端子６０及び６２
の接続を絶つ。
【００２５】
　前述した電源コントローラ５８の機能を実現するためのプログラムは、電源コントロー
ラ５８中の不揮発性記憶部に記憶される。
【００２６】
　図３及び図４は、図２に示す電源コントローラ５８により実行され、ユーザ操作に応じ
て充電器２２からの取外し時に携帯端末２０の電源を自動的にオンさせるか否かを決定す
るための主電源オンオフ制御プログラムの制御構造を示すフローチャートである。本プロ
グラムは、電源コントローラ５８に電力供給が開始された時点で起動される。なお、以下
の説明において、携帯端末２０がＡＣ電源２４に接続される状態を「ＡＣ接続状態」、そ
うでない場合を「ＡＣ未接続状態」と呼ぶ。
【００２７】
　図３を参照して、主電源オンオフ制御を行なうためのプログラムは、電源供給開始直後
にｓｙｓｆに０を代入するステップ９０と、ステップ９０の後に実行され、図２に示す第
２の供給スイッチ４２ｂをオフするステップ９２と、ステップ９２の後に実行され、携帯
端末２０がＡＣ接続状態か否かを検出信号４８の値に基づいて判定し、判定結果に従って
制御を分岐させるステップ９４とを含む。
【００２８】
　このプログラムはさらに、ステップ９４においてＡＣ接続状態であると判定されたこと
に応答して実行され、ユーザによる第１の電源オンオフボタン５０の操作があったか否か
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に応じて制御の流れを分岐させるステップ９６と、ステップ９６においてユーザによる第
１の電源オンオフボタン５０の操作が無いと判定されたことに応答して実行され、携帯端
末２０がＡＣ接続状態か否かを検出信号４８の値に基づいて判定し、判定結果に応じて制
御を分岐させるステップ１０８とを含む。ステップ１０８においてＡＣ接続状態であると
判定された場合、処理はステップ９６に戻される。
【００２９】
　本プログラムはさらに、ステップ９６においてユーザによる第１の電源オンオフボタン
５０の操作があったと判定されたことに応答して実行され、ｓｙｓｆ＝０か否かを判定し
、判定結果に応じて制御の流れを分岐させるステップ９８と、ステップ９８においてｓｙ
ｓｆ＝０であると判定されたことに応答して実行され、ｓｙｓｆに１を代入するステップ
１００と、ステップ１００の後に実行され、第２の供給スイッチ４２ｂをオンするステッ
プ１０２と、ステップ９８においてｓｙｓｆ＝０では無いと判定されたことに応答して実
行され、ｓｙｓｆに０を代入するステップ１０４と、ステップ１００の後に実行され、第
２の供給スイッチ４２ｂをオフするステップ１０６とを含む。ステップ１０２及び１０６
の後、制御はステップ９６に戻る。
【００３０】
　図４を参照して、本プログラムはさらに、図３に示すステップ１０８においてＮＯと判
定されたことに応答して実行され、ｓｙｓｆ＝１か否かを判定し、判定結果に応じて制御
を分岐させるステップ１２０と、ステップ１２０においてｓｙｓｆ＝１では無いと判定さ
れたことに応答して実行され、バッテリ３４のバッテリ容量が所定量以上であるか否かを
判定し、判定結果に応じて制御を分岐させるステップ１２２とを含む。
【００３１】
　このプログラムはさらに、ステップ１２２においてバッテリ容量が所定量以上であると
判定されたことに応答して実行され、音声出力部５４を制御して警告音（ＢＥＥＰ音）の
出力を開始させるステップ１２４と、ステップ１２４の後に実行され、ユーザによる第２
の電源オンオフボタン５２の操作があったか否かを判定し、判定結果に応じて制御の流れ
を分岐させるステップ１２６と、ステップ１２６においてＹＥＳと判定されたことに応答
して実行され、ｓｙｓｆに１を代入するステップ１２８と、ステップ１２８の後に実行さ
れ、第２の供給スイッチ４２ｂをオンするステップ１３０とを含む。
【００３２】
　このプログラムはさらに、ステップ１２６においてユーザによる第２の電源オンオフボ
タン５２の操作が無いと判定されたことに応答して実行され、ステップ１２４による警告
音出力の開始から一定時間が経過したか否かを判定し、経過前であれば処理をステップ１
２６へ戻すステップ１４６とを含む。なお、本実施の形態では、ステップ１４６での一定
時間は５分間に設定されている。
【００３３】
　本プログラムは、さらに、ステップ１３０の後、及びステップ１４６においてＹＥＳと
判定されたことに応答して実行され、音声出力部５４を制御して警告音出力をオフさせる
ステップ１３２と、ステップ１３２の後、並びに、図３に示すステップ９４においてＮＯ
と判定された場合、図４に示すステップ１２０においてＹＥＳと判定された場合、及びス
テップ１２２においてＮＯと判定された場合に実行され、携帯端末２０がＡＣ接続状態か
否かを検出信号４８の値に基づいて判定し、判定結果に応じて制御の流れを分岐させるス
テップ１３４とを含む。ステップ１３４においてＡＣ接続状態であると判定された場合、
制御は図３に示すステップ９６へ戻される。
【００３４】
　本プログラムはさらに、ステップ１３４においてＡＣ接続状態で無いと判定されたこと
に応答して実行され、ユーザによる第１の電源オンオフボタン５０の操作があったか否か
を判定して、判定結果に応じて制御の流れを分岐させるステップ１３６とを含む。ステッ
プ１３６において、第１の電源オンオフボタン５０に対する操作が無かった場合には制御
はステップ１３４に戻る。
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【００３５】
　本プログラムは、さらに、ステップ１３６においてユーザによる第１の電源オンオフボ
タン５０の操作があったと判定されたことに応答して実行され、ｓｙｓｆ＝１か否かを判
定し、判定結果に応じて制御の流れを分岐させるステップ１３８と、ステップ１３８にお
いてｓｙｓｆ＝１であると判定されたことに応答して実行され、図３に示すステップ１０
４及び１０６と同様の処理をそれぞれ行なうステップ１４０及び１４２と、ステップ１３
８においてｓｙｓｆ＝１では無いと判定されたことに応答して実行され、図３に示すステ
ップ１００及び１０２と同様の処理をそれぞれ行なうステップ１４８及び１５０とを含む
。ステップ１４２及び１５０の後、制御は図３に示すステップ９６に戻る。
【００３６】
　－動作－
　以上に構成を説明した携帯端末２０は、以下のように動作する。
【００３７】
　＜携帯端末２０への電源供給開始直後＞
　携帯端末２０に対する電源供給がない状態からある状態に遷移したときには、図３に示
すプログラムが起動し、ステップ９０でｓｙｓｆに０が代入され、ステップ９２で第２の
供給スイッチ４２ｂがオフされる。したがって、負荷ブロック３６に対する電源供給は切
断される。例えば、携帯端末２０を購入し使用を開始する時、バッテリを更新した時等が
これに相当する。通常は、端末接続部２６がＡＣ電源２４に接続された状態で、バッテリ
充電のため、携帯端末２０を端末接続部２６に装着することによってこの状態となる。端
末接続部２６がＡＣ電源２４に接続されたことを検知して、ＡＣ接続検出部４０は検出信
号４８を第１の値とする。
【００３８】
　次に、ステップ９４でＡＣ接続状態か否かが判定される。この判定は、電源コントロー
ラ５８が検出信号４８の値を調べることより行われる。検出信号４８の値が第１の値であ
ればＡＣ接続状態であり、第２の値であればＡＣ未接続状態である。前述のとおり、通常
は、最初の起動時には携帯端末２０に対する充電が行われているＡＣ接続状態と考えられ
る。したがってステップ９４での判定結果はＹＥＳとなる。なお、ステップ９４での判定
結果がＮＯとなる場合は事実上ないと考えられる。
【００３９】
　ステップ９６では、第１の電源オンオフボタン５０の操作がされたか否かが判定される
。以下における携帯端末２０の動作は、このステップ９６における携帯端末２０の電源供
給状態及びユーザ操作により、様々に分かれる。なお、以下の説明では、便宜上、端末接
続部２６は常にＡＣ電源２４に接続されているものとする。
【００４０】
　ステップ９６において第１の電源オンオフボタン５０に対する操作がないと判定されれ
ば次に制御はステップ１０８に進む。ステップ１０８では、携帯端末２０がＡＣ接続状態
か否かが検出信号４８の値により判定される。ＡＣ接続状態であれば制御はステップ９６
に戻る。ＡＣ接続状態でなければ、制御はステップ１２０に進む。したがってこの場合、
第１の電源オンオフボタン５０が操作されるか、ＡＣ接続状態が解除されるまで、ステッ
プ９６及び１０８の判定が繰返し行われる。この繰返し期間は、端末接続部２６によるバ
ッテリ３４の充電が行われている期間に相当する。以下、この状態で第１の電源オンオフ
ボタン５０が操作された場合と、ＡＣ接続状態が解除された場合とについて順に説明する
。
【００４１】
　（１）第１の電源オンオフボタン５０が操作された場合
　この場合、制御はステップ９８に進む。ステップ９８でｓｙｓｆの値が判定される。現
在の設定ではｓｙｓｆ＝０である。したがって制御はステップ１００に進み、ｓｙｓｆに
１が代入され、続くステップ１０２で第２の供給スイッチ４２ｂがオンする。すなわちこ
の場合、負荷ブロック３６に電源供給が開始され、携帯端末２０が動作可能になる。この
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後、再度ステップ９６及び１０８の判定を繰返す動作に戻る。
【００４２】
　ここで再度第１の電源オンオフボタン５０が操作されると、制御はステップ９８に進む
。今度はｓｙｓｆ＝１であるから、制御はステップ１０４に進み、ｓｙｓｆに０が代入さ
れ、ステップ１０６で第２の供給スイッチ４２ｂがオフされる。すなわち負荷ブロック３
６に対する電源供給が切断され、携帯端末２０が動作を停止する。この後、制御はステッ
プ９６及び１０８の判定を繰返す動作に戻る。
【００４３】
　つまりＡＣ接続状態が解除されない限り、第１の電源オンオフボタン５０が操作される
たびに携帯端末２０は動作可能な状態と動作を停止した状態との間でトグルする。
【００４４】
　（２）ステップ９６及び１０８の繰返し中にＡＣ接続状態が解除された場合
　この場合、制御はステップ１０８から図４のステップ１２０に進む。ＡＣ接続状態の解
除は、ＡＣプラグ２８がＡＣ電源２４から抜かれたことによる場合もあるが、ここでは、
携帯端末２０が充電器２２から取外されたことを示すものとする。
【００４５】
　ステップ１２０では、ｓｙｓｆ＝１であるか否かを判定する。前述のステップ９８、１
００、及び１０２の制御により、携帯端末２０が電源オン状態となった後に充電器２２か
ら取外された場合、ｓｙｓｆ＝１であるため、ステップ１２０での判定はＹＥＳとなり、
制御はステップ１２０からステップ１３４に進む。一方、プログラム起動後、一度も第１
の電源オンオフボタン５０の押下が無い場合、及び、前述のステップ９８、１０４、及び
１０６の処理が行なわれた場合により、携帯端末２０が電源オフ状態で充電器２２から取
外された場合、ｓｙｓｆ＝０であるため、判定はＮＯとなり、処理はステップ１２２へ進
む。
【００４６】
　ステップ１２２において、電源コントローラ５８は残量検出部４４から受ける残量検出
信号６８によりバッテリ３４のバッテリ容量が所定量以上か否かを判定する。ここでの電
源コントローラ５８の動作は、バッテリ残量及び第２の電源オンオフボタン５２の押下の
有無により、以下の３通りに分かれる。
【００４７】
　（２－１）バッテリ容量が所定量未満であった場合
　この場合、制御はステップ１２２からステップ１３４に進む。ステップ１３４以下では
、ＡＣ接続状態に遷移するか、第１の電源オンオフボタン５０が操作されるまでステップ
１３４及び１３６の処理が繰返される。ｓｙｓｆ＝０であるので、この例では携帯端末２
０は電源オフの状態で、電源がオンされるか端末接続部２６に装着されるのを待っている
ことになる。すなわち、この場合、携帯端末２０は充電器２２から取外されても自動的に
電源をオンしない。
【００４８】
　（２－２）バッテリ容量が所定量以上であり、かつ第２の電源オンオフボタン５２の操
作があった場合
　この場合、ステップ１２４において電源コントローラ５８は、携帯端末２０が充電器２
２から取外されたことを示すための警告音を発生するよう、音声出力部５４を制御する。
第２の電源オンオフボタン５２の押下が携帯端末２０の取外しと同時に行なわれていたも
のとする。すなわち、ユーザが携帯端末２０を端末接続部２６から取外す際に、携帯端末
２０の筐体の上部側面を持ち、その結果第２の電源オンオフボタン５２が押下された状態
であったものとする。この場合、処理はステップ１２６からステップ１２８及び１３０に
進み、電源コントローラ５８はｓｙｓｆを１に更新し、第２の供給スイッチ４２ｂをオン
する。その結果、負荷ブロック３６には電源が供給され、携帯端末２０が利用可能な状態
となる。さらにステップ１３２で電源コントローラ５８は警告音出力をオフするよう音声
出力部５４を制御する。このため警告音は一瞬出力された後すぐに消音される。
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【００４９】
　その後ステップ１３４及び１３６において、携帯端末２０がＡＣ接続状態となるか、ユ
ーザによる第１の電源オンオフボタン５０の押下があるまで待機する。第１の電源オンオ
フボタン５０の押下があった場合、ステップ１４０及び１４２において、電源コントロー
ラ５８はｓｙｓｆを０に更新する。第２の供給スイッチ４２ｂはオフされる。その結果、
携帯端末２０は電源オフ状態となる。処理は図３に示すステップ９６へ戻り、携帯端末２
０は電源オフ状態のまま、第１の電源オンオフボタン５０が操作されるか、ＡＣ接続状態
となるまでステップ９６及び１０８を繰返す。
【００５０】
　つまり、携帯端末２０は充電器２２から取外された場合、バッテリ容量が所定量以上で
あることと第２の電源オンオフボタン５２の押下とに応答して自動的に電源をオンする。
　なお、警告音出力後５分以内に第２の電源オンオフボタン５２の押下があった場合、ス
テップ１２６及び１４６の処理が繰返された後、ステップ１２６においてＹＥＳと判定さ
れ、ステップ１２８以降、前述と同様の処理が行なわれる。
【００５１】
　（２－３）バッテリ容量が所定量以上であり、かつ第２の電源オンオフボタン５２の押
下が無かった場合
　この場合、図４のステップ１２４の処理までは（２－２）の場合と同様である。ただし
この場合、第２の電源オンオフボタン５２の押下がないので、ステップ１２６及び１４６
の処理が繰返され、その間は警告音が継続して出力される。一定時間（５分）以内に第２
の電源オンオフボタン５２の操作がないので処理はステップ１３２に進み、警告音出力が
オフされる。このときｓｙｓｆは更新されずｓｙｓｆ＝０のままであり、第２の供給スイ
ッチ４２ｂがオンされることもない。つまり、携帯端末２０は電源オフのままである。
【００５２】
　電源コントローラ５８は、ステップ１３４以下の処理を前述と同様に行ない、第１の電
源オンオフボタン５０の操作を待って携帯端末２０の電源をオンすることになる。
【００５３】
　（３）２のまとめ
　以上の（２－１）～（２－３）をまとめると以下のようになる。つまり、携帯端末２０
がＡＣ電源接続状態のときにユーザが携帯端末２０の筐体の上部側面を持って携帯端末２
０を端末接続部２６から取外すと、上記した（２－１）又は（２－２）にしたがって携帯
端末２０が動作する。仮にバッテリ容量が所定量未満の場合には、（２－１）の場合とな
って携帯端末２０は電源オンしない。一方、バッテリ容量が所定量以上であれば（２－２
）の場合となって、携帯端末２０は第１の電源オンオフボタン５０を操作しなくても自動
的に電源オンする。
【００５４】
　ユーザはこのことにより、携帯端末２０の上部側面を持って端末接続部２６から取外し
たときに、携帯端末２０が自動的にオンしなければ、バッテリ３４のバッテリ容量が十分
でないことを知ることができる。逆にこの場合に電源が自動的にオンされると、バッテリ
３４のバッテリ容量が十分であることを知ることができる。その結果、上記したように携
帯端末２０を端末接続部２６から取外しても自動的に電源オンしなければ、その日は携帯
端末２０の使用を控えるようにすることができるし、自動的に電源オンすればいつもと同
様に使用することができる。
【００５５】
　一方、充電中の携帯端末２０が何らかの原因で端末接続部２６から外れてしまった場合
には、上記した（２－３）の動作が行われる。その結果、携帯端末２０はその後５分間は
警告音を発生する。５分以内に第２の電源オンオフボタン５２への押下が無かった場合、
携帯端末２０は５分間警告音を発生し続ける。この５分間の間にユーザが第２の電源オン
オフボタン５２を押下した場合は携帯端末２０の電源が自動的にオンされ、それ以外の場
合、５分たつと警告音の発生は停止されるが、電源はオフのままである。
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【００５６】
　以上のように、本携帯端末２０は、充電器２２からの取外し直後にバッテリ容量が所定
量以上であれば第２の電源オンオフボタン５２への押下の有無により、自動的に電源をオ
ンすべきか否かを判定する。このため、携帯端末２０の充電後すぐに使用を開始したいユ
ーザは、もしも携帯端末２０の充電が十分であれば、携帯端末２０の側面を持って端末接
続部２６から取外すだけで、第１の電源オンオフボタン５０を操作する作業をせずに携帯
端末２０を利用可能な状態にすることができ、かつ携帯端末２０の充電が十分であること
を知ることができる。
【００５７】
　逆に充電器２２から携帯端末２０を取外しても電源がオンしなければ、バッテリ容量が
十分ではないことを知ることができる。これにより、ユーザは、その後の携帯端末２０の
使用スケジュールを適切に立てることができ、バッテリ枯渇により携帯端末２０が使用不
可となる可能性を軽減できる。使用スケジュールを適切にたてるとは、例えば、電力消費
の高い処理、たとえばワンセグ放送の受信などを控えるようにすること等を指す。
【００５８】
　以上のように本発明の実施の形態によれば、端末接続部２６から携帯端末２０を取外す
ときに、第２の電源オンオフボタン５２を押下しながら取外すことによって、バッテリ容
量が十分あるか否かを知ることができる。バッテリ容量が不足していれば、適切な使用ス
ケジュールを立てることが可能になる。したがって、バッテリ容量が不足しているにもか
かわらず通常と同様に携帯端末２０を使用することにより、バッテリ切れによって携帯端
末２０が使用不能となったりする事態を避けることができる。逆に、バッテリ容量が十分
あるにもかかわらず、不必要に携帯端末２０の使用を避けたりすることを防止できる。
【００５９】
　なお、上記実施の形態では、第２の電源オンオフボタン５２としては機械的な押しボタ
ンを想定している。しかし本発明はそのような実施の形態には限定されない。たとえば、
携帯端末２０の筐体の上部に設けられ、携帯端末２０の筐体の上部に人間が触れているか
否かを検出するための静電容量型の接触センサを用いても良い。
【００６０】
　今回開示された実施の形態は単に例示であって、本発明が上記した実施の形態のみに制
限されるわけではない。本発明の範囲は、発明の詳細な説明の記載を参酌した上で、特許
請求の範囲の各請求項によって示され、そこに記載された文言と均等の意味及び範囲内で
のすべての変更を含む。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る携帯端末２０の外観図である。
【図２】第１の実施の形態に係る携帯端末２０の概略ブロック図である。
【図３】携帯端末２０の電源コントローラ５８で実行される電源オンオフ制御プログラム
の制御構造を示すフローチャートである。
【図４】図３に示すステップ１０８においてＮＯと判定されたことに応答して実行される
プログラムの制御構造を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００６２】
２０　携帯端末
３０　電源制御ブロック
３２　充電回路
３４　バッテリ
３６　負荷ブロック
４０　ＡＣ接続検出部
４２　電力供給スイッチ
４４　残量検出部
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５０、５２　電源オンオフボタン
５４　音声出力部
５６　ワークメモリ
５８　電源コントローラ
７０　システム

【図１】 【図２】
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